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静岡県の健康寿命
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ふじのくに健康長寿プロジェクト～健康寿命日本一に向けたふじのくにの挑戦～
■さらなる健康長寿を目指す５本の柱

運動・食生活・社会参加の３分野で生活習慣
の改善に取り組む「ふじ３３プログラム」の普及
減塩を目的とした「減塩５５プログラム」の開発

市町が定める健康づくりメニューの実践に
より一定ポイントを貯めた住民が、指定され
た協力店で各種特典を受ける仕組み

健康づくりに積極的に取り組む企業のデータ
ヘルス計画策定支援、特定健診データ
の分析による企業の健康づくり支援等

県民67万人分の特定健診データの市町別・
地区別分析
高齢者コホート調査結果の分析

人工透析予備群の受診促進に向けた関係
機関の連絡調整・体制整備
介入担当者の資質向上

②健康マイレージ事業

④健康長寿の研究 ⑤重症化予防対策

③企業との連携

①健康長寿ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの普及
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健康長寿プロジェクトの推進

県 民

企業・事業所市 町

健康
マイレージ事業 制度

企業表彰
制度

ツールの提供 ツールの提供

成果の提供 成果の提供ふじ３３プログラム

無関心層

【ふじのくに型人生区分の提示】
高齢者も元気で活躍できる社会

健診データ・コホート調査
健康データ分析（見える化）

健診データ・コホート調査

健康寿命の延伸

協力大学
・東京大学
・浜松医科大学
・早稲田大学
・県立大学 等
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①健康長寿プログラムの普及

■ふじ３３プログラム

0%

50%

100%

３要因なし 運動栄養あり ＋社会参加あり

死亡率
▲51%

死亡率
▲32%

○高齢者14,001人の追跡結果
・運動・栄養・社会参加について良い習慣がある人は長生き

ふ 普段の生活で

じ 実行可能な

３ 「運動」・「食生活」・「社会参加」の３つの分
野の行動メニューを

３ ３人一組で、まずは３か月間実践
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①健康長寿プログラムの普及

脳血管疾患の年間死亡は
全国に比べ約１割多い。
めざせ！
５年間で５％の減塩

■減塩５５プログラム 特定健診事後指導、重症化予防事業などでも活用
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②健康マイレージ事業

■県と市町が協働して実施する健康づくりの特典

県
・全県共通に利用できる「ふじのくに健康いきいきカード」と「ふじのくに健康いきいきカード協力店ポスター」、
「ふじのくに健康いきいきカード協力店募集ちらし」の作成
・「ふじのくに健康いきいきカード協力店」の協力要請（市をまたがる大型店・チェーン店）
・市町に先進的健康づくり事業（健康マイレージ事業）の情報提供

市町
・健康マイレージ事業の企画、広報
・「ふじのくに健康いきいきカード協力店」の協力要請（市内の事業所、個人店等）
・「ふじのくに健康いきいきカード」の発行

すし、クーポン券、レシピ本、お菓
子、ポイントサービスなどの特典

○役割分担
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③しずおかまるごと健康経営

職場における健康経営の強化 ⇒

・従業員の健康づくりの大切さについて伝える講演会の開催
・企業とのネットワーク会議を設立
・企業の健康づくりを応援するための情報発信

・地域住民等へ健康に関する情報を伝える 「健幸アンバサダー」を養成
・優良事業所の表彰、好取組の情報発信

・健康づくり推進事業所宣言事業所の取組支援
・社内食堂等におけるヘルシーメニュの提供支援

○人材育成・取組支援

働き盛り世代の生活習慣病予防

○健康づくりの応援

地域における健康経営の促進 ⇒ よい生活習慣を身につける
こどもから大人への働きかけ

○こども版ふじ３３プログラムの作成

・こどもの頃からの３要素「運動」「食生活」「社会参加」の普及
・アプリによる生活習慣の学習、将来像の見える化
・こどもだけでなく家族と一緒に実践
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健康長寿の研究

■静岡県総合健康センター
平成８年度から、県民の健康づくりの中核として健康データ分析、
健康長寿研究、研修事業を実施
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特定健診データの分析

市町国保
35

国保組合
5

共済組合
4

健康保険組合

42/42
協会けんぽ

1 (H23～)

静岡県内の医療保険者

静岡県健康増進課総合健康班
（静岡県総合健康センター）

静岡県
国保連合会

分析・評価・冊子作成
分析結果の公表・施策への反映

67万人分のデータが集結！

地域・保険者による健康課題の違いが明らかに！！

10



特定健診データの分析

受診者の増加＋協力医療保険者の増加

20万人

26万人

35万人

65万人
67万人

（人）

（年度）

198,490 216,032 216,260 216,260 231,735 243,331 252,242 256,282 258,809

6,596 6,581 6,581
6,509 7,370 7,555 7,728 7,867

44,971 48,700 48,700
48,647 49,008 49,490 50,491 49,915

87,298 88,488
100,597

108,038
127,393

144,824 151,032

135,505

149,645
160,533

173,715
192,464

209,322

6,295

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

H20 H21 H22(第1版) H22(第2版) H23 H24 H25 H26 H27

協会けんぽ

健保組合

共済組合

国保組合

市町国保

49万人

53万人
56万人

61万人

県内の全
保険者より
データ提供
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H27特定健診：高血圧症有病者

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない

■県東部と県中部で高血圧症有病者が多い
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H27特定健診 【全県】

高血圧症有病者（男性）

全県に比べて、有意に多い

有意ではないが、全県に比べて多い

有意ではないが、全県に比べて少ない

全県に比べて、有意に少ない
65～74歳
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H27特定健診 【全県】

高血圧症有病者（女性）

全県に比べて、有意に多い

有意ではないが、全県に比べて多い

有意ではないが、全県に比べて少ない

全県に比べて、有意に少ない
65～74歳
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男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない

■男性は県東部と静岡市で、女性は県東部と県西部で
糖尿病有病者が多い

H27特定健診：糖尿病有病者
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H27特定健診 【全県】

糖尿病有病者（男性）

全県に比べて、有意に多い

有意ではないが、全県に比べて多い

有意ではないが、全県に比べて少ない

全県に比べて、有意に少ない
65～74歳
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H27特定健診 【全県】

糖尿病有病者（女性）

全県に比べて、有意に多い

有意ではないが、全県に比べて多い

有意ではないが、全県に比べて少ない

全県に比べて、有意に少ない
65～74歳
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地区別分析の例（Ａ市）

市健康増進計画の検討資料に使用
地区別の住民向け健康指導に活用

多い

少ない

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

平成23年度特定健診データ
高血圧該当者（男性）

伊久身

北部

大津

六合

初倉

旧金谷町

旧川根町

第２

第１

■地区別分析の実施
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食の地域差

平成20年県民健康基礎調査より
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20

保健事業と一般介護予防事業の一体的実施（県内の状況）

■保健事業担当課との連携状況（平成28年度時点）
○連携の有無

連携内容 市町数

情報
提供等

保健事業担当課から介護予防対象者の情報提供(健診結果等) 4

保健事業担当課の事業で一般介護予防事業を案内 1

高齢者受給者証交付時に一般介護予防事業を案内 2

事業連
携

保健事業担当課のスタッフが一般介護予防事業に協力 1

特定健診・保健指導で介護予防(認知症予防)について説明 2

介護予防教室で生活習慣病について指導 1
予防教室(一般介護予防事業)と健康相談(保健事業)を一体的に実
施 1

住民主体の介護予防の通いの場に保健事業担当の保健師が出向き健
康相談を実施 1

その他 地区担当保健師が随時連携 1
※1市町で複数の連携があるため、合計は連携ありの市町数と一致せず

連携あり 13市町
連携なし 22市町
合計 35市町

○連携の内容

○保 健 事 業：データヘルス計画等に基づき実施
○介護予防事業：介護保健事業計画に基づき実施

一体的な策定、
整合性の確保が重要



静岡県袋井市における

保健事業と介護予防の
一体的な実施について

袋井市 総合健康センター 健康づくり課
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◇人口
８７,９３８人（H30.4.1現在）

（高齢者人口 20,317人）

◇面積
１０８.３３ｋ㎡

◇高齢化率
２３.１％（H30.4.1現在）

◇小中学校
小学校１２校 中学校４校

◇ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
１４館

◇自治会数
１５６自治会（２４連合会）

日本一の品質を誇る 果実の王様
「クラウンメロン」の産地
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総合健康センターの整備（H27.5）
◇市民の健康を支える体制を整えるため、保健・医療・介護構想を
策定し、整備を推進

全国初の自治体病院の統
合によりH25.5に誕生した
中東遠総合医療センター
（急性期病院）

◇急性期病院の後方支援病院（療養・回復期・リハビリ）としてH25.6に開院
した袋井市立聖隷袋井市民病院
◇聖隷袋井市民病院とともに、保健センター、地域包括 ケア窓口、社会福祉
協議会、休日夜間急患センターを 集約し、H27.5に袋井市総合健康センター
を開設

連携
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健康づくり課の職員配置状況

・健康企画室

正規職員・・・・・・・・・・・事務職 ３人（課長補佐 １人） 保健師 １人

嘱託職員・・・・・・・・・・・事務職 １人

・地域健康推進係

正規職員・・・・・・・・・・・保健師 ７人（主幹兼統括係長 １人） 栄養士 ５人（係長 １人）

嘱託及び臨時職員・・・保健師 ２人 栄養士 １人 看護師 ４人 事務職 ４人

・予防接種係

正規職員・・・・・・・・・・・・保健師 ２人（係長 １人） 事務職 １人

嘱託及び臨時職員・・・・看護師 1人 事務職 １人

・検診指導係

正規職員・・・・・・・・・・・・保健師 ５人（主幹兼係長 １人）

嘱託及び臨時職員・・・・保健師 １人 栄養士 １人 事務職 ２人

子どもからお年寄りまで

「健康づくり」と
「介護予防」を担当
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北部エリア

南部エリア

浅羽エリア

健康づくり課

地域包括ケア推進課

中部エリア

北部地域包括支援センター

聖隷袋井市民病院
理学療法士
作業療法士

中部地区担当
保健師
栄養士等

社会福祉協議会
（楽笑教室）

介護予防教室
の委託

はーとふるプラザ袋井

（総合健康センター）

地域リハビリテーション
活動支援事業

中部地域包括支援センター

南部地域包括支援センター

浅羽地域包括支援センター

南部地区担当
保健師
栄養士等

北部地区担当
保健師
栄養士等

浅羽地区担当
保健師
栄養士等

介護予防事業の連携体制
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介護予防事業（地域活動）の状況（平成30年8月末現在）

１ しぞ～かでん伝体操
DVDを見ながら、公会堂など身近な場所で継続的に

運動を行うグループ（誰でも参加可能）

【週１回以上・・・４８か所 週１回未満・・・２５か所】

２ 地域活動サークル（シニア）

運動講師の指導により、公会堂など身近な場所で

継続的に運動を行うグループ （主に65歳以上）

【週１回以上・・・５か所 週１回未満・・・４４か所】

３ 楽笑教室（社協委託）

コミュニティセンターで月２回、軽運動や仲間との

交流を図る教室。

介護認定を受けていない65歳以上の方で、基本チェックリストの項目が一つでも

該当する方 など

【月２回・・・１３か所】

※「通いの場（週１回以上）」５３か所
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「しぞ～かでん伝体操」の経過

・平成27年度
地域包括支援センターの働きかけにより、住民主体の「しぞ～かでん伝体

操」が一部地域で始まる。

・平成28年度
「しぞ～かでん伝体操」を市内全域へ普及を図るため、健康づくり課が主

体となり、体操を紹介。地域包括ケア推進課、地域包括支援センター、法人
と協力しながら普及を図る。

【平成28年９月末：週１回16か所】

・平成29年度
自治会連合会長会議において、「しぞ～かでん伝体操」を説明。関係者と

連携を図りながら、各自治会へ体操のプレゼンテーションを実施する。

【平成29年９月末 週１回 33か所】

・ 平成30年度
法人へ「しぞ～かでん伝体操」普及促進事業を委託する。
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週１回以上

48か所

週１回未満

25か所

参加者数

１，２７７人

しぞ～かでん伝体操
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地域活動サークル（シニア）

週１回以上

５か所

週１回未満

44か所

参加者数

１，０７２人
29



楽笑教室

月２回

１３か所

参加者数

２８９人
30



「介護予防活動」における

保健事業の状況
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健康講話（平成２９年度実績）

・「しぞ～かでん伝体操」グループ

栄養士による講話・・・・・・・ ３回 ５０人

歯科衛生士による講話・・・１０回 １９０人

運動指導者による指導・・・ １回 ２０人

・地域活動サークル（シニア）

運動指導者による指導・・・４６サークル

４３１回 延６，７３３人

保健師、栄養士の講話・・・８０回 延１，１５７人

・楽笑教室

保健師、栄養士の講話・・・３５回 延６５２人
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健康講話（具体的な内容）

・インフルエンザの予防

・認知症予防

・がん検診のＰＲ

・血圧と塩分の話

・糖尿病の予防

・１日の食事量のめやす

・８０２０運動とお口のケア

・熱中症の予防

・災害時の備え

・他課事業の紹介 等
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特定健診・保健指導でのフレイル予防と一般介護予防事業の紹介

対象者の年齢等の状況に応じて、市で実施している運動
教室を勧めている。

特に、高齢の方にはお住いの地域の「しぞ～かでん伝
体操」等の資料を渡して詳しく説明し、参加を勧めている。

国保特定健診後の特

定保健指導、生活習慣
病重症化予防の個別保
健指導の中で、筋トレ
「日常ながら運動」を体
験し、フレイルの予防も
兼ねて、自宅で自分で
できる運動を推奨してい
る。
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保健事業における県との連携（例）

１ 県が作成した「特定健康診査の

結果から見る静岡県の健康課題」

のデータを活用して、地域で健康

教育を実施。

２ 生活習慣病重症化予防のため

の若い世代への個別健康教育

（減塩と糖分の摂り方）を県からの

助言を参考に、県が作成した「ふ

じのくにお塩のとりかたチェック」

を使用して実施。
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取組の成果
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要介護（要支援）認定者数の推移

資料：介護保険事業状況報告（各年９月末現在）

要介護２～５の認定
者が減少！
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要介護（要支援）認定率の推移と比較

資料：介護保険事業状況報告（各年９月末現在）
認定率は、第１号被保険者認定者数/第１号被保険者数

認定率が県の平均
を下回り、そのまま維
持！
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まとめ

・「通いの場」等を活用して、フレイル対策（運動、口腔、栄
養等）や疾病予防等の健康講話を行うことで、より多くの高
齢者等に健康情報の提供を行うことができた。

・平成29年の要介護（要支援）の認定者のうち、要介護２～
５の認定者が減少しており、「通いの場」の普及も要因の一
つと考えられる。

・「通いの場」の普及が始まった平成28～29年の要介護（要
支援）認定率が0.1％減少していることから、保健事業との
一体化を推し進めることでより効果が期待できる。

・「通いの場」等に来ることができない方の把握とアプローチ
の方法を検討することが必要。
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